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斑
鳩
町
は
奈
良
盆
地
の
北

西
に
位
置
し
、
北
部
は
矢
田

丘
陵
、
南
部
に
は
大
和
川
が

流
れ
て
い
る
。
同
町
は
昭
和

22
年
２
月
、
１
町
２
村
の
合

併
で
誕
生
し
た
が
、
古
く
は

聖
徳
太
子
が
飛
鳥
か
ら
斑
鳩

宮
に
移
り
住
み
、
世
界
文
化

遺
産
の
法
隆
寺
や
法
起
寺
が

造
営
さ
れ
る
な
ど
、
豊
か
な

歴
史
・
文
化
遺
産
を
有
し
て

い
る
。

同
町
の
水
道
事
業
は
計

画
給
水
人
口
３
万
９
０
０

人
（
平
成
29
年
度
末
、
以
下

同
）
で
、
１
日
平
均
給
水
量

８
２
８
０
立
方
㍍
、
水
道
普

及
率
は
１
０
０
％
。
奈
良
県

か
ら
の
受
水
が
３
分
の
２
を

占
め
、
自
己
水
源
に
つ
い
て

は
、
北
部
の
丘
陵
地
域
を
配

水
エ
リ
ア
と
す
る
三
井
浄
水

場
お
よ
び
配
水
池
、
南
部
地

域
の
第
１
浄
水
場
と
北
部
配

水
池
の
２
系
統
で
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

管
路
の
総
延
長
は
約
１
５

７
・
５
㌔
で
、
耐
震
化
率
は

約
24
％
。

田
中
輝
樹
・
斑
鳩
町
都
市

建
設
部
上
下
水
道
課
工
務
給

水
・
浄
水
係
長
は
、
採
用
管

種
に
つ
い
て
「
Ｇ
Ｘ
形
、
Ｎ

Ｓ
形
、
Ｓ
Ⅱ
形
の
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
、
水
道
配
水
用
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ

管
。
以
下
Ｐ
Ｅ
管
）、
鋼
管

を
耐
震
管
と
定
義
し
、
φ
50

～
１
５
０
に
Ｐ
Ｅ
管
、
φ
１

５
０
以
上
は
Ｇ
Ｘ
形
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
φ
１
５
０
に

つ
い
て
は
、
管
内
水
圧
７
Ｋ

以
上
の
高
圧

区
や
国
道
下

な
ど
で
Ｇ
Ｘ

形
を
使
う
形

で
Ｐ
Ｅ
管
を

併
用
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｅ

管
は
配
水
支

管
で
使
用
す

る
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
」

と
紹
介
し
、

管
路
整
備
の

取
り
組
み
は

「
φ
１
５
０
～
２
０
０
の
基

幹
管
路
に
残
る
硬
質
ポ
リ
塩

化
ビ
ニ
ル
管
（
Ｖ
Ｐ
管
）
を

順
次
、
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
や
一
部
Ｐ
Ｅ
管
に
布
設

替
え
し
て
い
ま
す
。
年
間
更

新
率
は
約
１
・
３
％
で
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
見
据
え
た

耐
震
化
と
老
朽
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
説
明

す
る
。

配
水
本
管
の
布
設
替
え
と

と
も
に
、
Ｐ
Ｅ
管
に
よ
る
配

水
支
管
の
更
新
も
着
々
と
進

む
。
配
水
支
管
の
管
末
や
途

上
に
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁

を
設
置
し
、
排
泥
弁
と
し
て

運
用
し
て
い
る
が
、
仕
切
弁

の
下
流
側
に
接
合
す
る
ド
レ

ン
配
管
の
施
工
性
に
課
題
を

感
じ
て
い
た
と
い
う
。

「
ド
レ
ン
配
管
に
ま
で
耐

震
管
を
使
う
必
要
は
な
く
、

接
着
剤
で
簡
便
に
接
合
で
き

る
Ｖ
Ｐ
管
を
採
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
以
前
は

こ
う
し
た
現
場
に
両
袖
形
ポ

リ
パ
イ
ソ
フ
ト
を
使
用
し
ま

し
た
が
、
異
種
管
と
接
合
す

る
ケ
ー
ス
で
は
そ
の
特
長
を

最
大
限
発
揮
で
き
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
袖
管
の
Ｐ
Ｅ

管
と
Ｖ
Ｐ
管
を
接
合
す
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
管
が
必
要
で
、

接
合
の
手
間
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

管
の
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
、

袖
管
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
管
分
の

直
線
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
敢
え

て
異
種
管
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

が
薄
く
、
放
水
路
ま
で
Ｐ
Ｅ

管
で
配
管
し
て
い
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
。

そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す

る
『
チ
ェ
ン
ジ
ソ
フ
ト
』
が

発
売
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

平
成
28
年
度
に
Ｖ
Ｐ
×
Ｐ
Ｅ

挿
し
口
形
を
早
速
採
用
し

た
。
片
方
は
Ｐ
Ｅ
管
の
袖

管
、
も
う
一
方
は
メ
カ
ニ
カ

ル
接
合
の
受
口
が
搭
載
さ

れ
、
Ｖ
Ｐ
管
を
直
接
接
合
で

き
る
。

「
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁

だ
け
で
管
種
の
切

り
替
え
が
で
き
て

大
変
便
利
で
す
。

施
工
に
必
要
な
部

品
点
数
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
も
時

間
も
削
減
で
き
ま

す
。
狭
所
部
で
も

取
り
回
し
が
容
易

で
、
施
工
性
が
非

常
に
良
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
清

水
合
金
製
作
所
の

営
業
マ
ン
が
チ
ェ

ン
ジ
ソ
フ
ト
の
説

明
に
来
ら
れ
た

際
、
配
水
本
管
と

配
水
支
管
で
異
な

る
管
種
を
接
合
す

る
ケ
ー
ス
を
主
に

想
定
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
私

自
身
が
日
頃
か
ら

ド
レ
ン
配
管
の
施

工
性
に
課
題
を
感

じ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の

製
品
を
目
に
し
た
時
は
〝
ま

さ
に
待
望
の
製
品
が
登
場
し

た
〟
と
、
喜
ん
だ
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
」
と
高
く
評
価

す
る
。

分
岐
す
る
配
水
支
管
ご
と

に
チ
ェ
ン
ジ
ソ
フ
ト
が
使
わ

れ
る
た
め
、
採
用
実
績
は
順

調
に
伸
び
て
い
る
。「
多
様

な
配
管
状
況
を
想
定
し
た
新

製
品
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
こ

と
で
、
今
回
の
よ
う
な
適
材

適
所
の
製
品
選
び
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ド
レ
ン
配
管
の

施
工
性
を
改
善
し
た
い
と
望

む
水
道
事
業
体
で
今
後
、

チ
ェ
ン
ジ
ソ
フ
ト
の
採
用

が
増
加
す
る
と
良
い
で
す

ね
。」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

ケ
ッ
ト
が
必
要
で
し
た
。
ソ

ケ
ッ
ト
１
個
に
継
手
、
す
な

わ
ち
接
合
箇
所
が
２
カ
所
あ

る
わ
け
で
す
が
、
ポ
リ
パ
イ

ソ
フ
ト
Ｅ
Ｆ
片
受
形
の
登
場

で
施
工
性
が
大
き
く
向
上
し

ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

Ｅ
Ｆ
片
受
形
は
、
ポ
リ
パ

イ
ソ
フ
ト
の
片
側
を
受
口
の

Ｅ
Ｆ
継
手
と
し
た
も
の
。
Ｅ

Ｆ
ソ
ケ
ッ
ト
が
不
要
で
、
継

手
受
口
と
片
受
直
管
の
挿
し

口
を
直
接
接
合
で
き
る
。
平

成
29
年
度
か
ら
採
用
し
、

着
々
と
施
工
実
績
が
伸
び
て

い
る
。「
Ｅ
Ｆ
接
合
時
の
施

工
性
を
高
く
評
価
す
る
現
場

の
声
も
聞
い
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
使
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

な
お
、
同
製
品
の
Ｅ
Ｆ
継

手
受
口
は
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク

ス
製
で
、『
Ｅ
Ｆ
片
受
口
２

個
同
時
通
電
工
法
』
で
の
施

工
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

バ
ル
ブ
の
両
側
（
袖
管
と
継

手
受
口
）
２
カ
所
を
同
時
に

Ｅ
Ｆ
接
合
で
き
る
も
の
で
、

施
工
時
間
を
さ
ら
に
短
縮
き

る
と
い
う
。
Ｅ
Ｆ
片
受
形
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
引

き
出
す
同
工
法
の
活
用
事
例

も
今
後
、
採
用
し
た
事
業
体

の
間
で
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

和
歌
山
県
有
田
市
は
県
北

西
部
に
位
置
し
、
北
は
海
南

市
、
西
は
紀
伊
水
道
に
面
し

て
い
る
。
高
野
山
を
源
流
と

す
る
有
田
川
が
市
中
心
部
を

東
西
に
貫
流
し
、
河
川
を
挟

ん
で
河
北
、
河
南
ブ
ロ
ッ
ク

に
配
水
区
域
が
分
か
れ
る
。

給
水
人
口
２
万
８
４
９
９
人

（
平
成
29
年
度
末
、以
下
同
）、

１
日
平
均
給
水
量
１
万
３
８

６
６
立
方
㍍
で
、
水
道
普
及

率
は
99
・
９
％
。

管
路
の
総
延
長
は
約
２
３

０
・
２
㌔
で
、
こ
の
う
ち
、

同
市
が
耐
震
管
と
位
置
付
け

る
Ｇ
Ｘ
形
、
Ｎ
Ｓ
形
ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
は
約
２
・
３
％
、

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
管
。
以
下
Ｐ

Ｅ
管
）
は
約
１
・
２
％
で
、

耐
震
化
率
は
合
計
約
３
・

５
％
。
一
方
、
非
耐
震
管
の

耐
衝
撃
性
硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ

ニ
ル
管
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
）
お
よ

び
硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管

（
Ｖ
Ｐ
）
は
約
74
・
５
％
、

Ｇ
Ｘ
や
Ｎ
Ｓ
形
以
外
の
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
は
約
19
・
９
％

で
、合
計
約
94
％
を
占
め
る
。

採
用
管
種
は
、
φ
50
～
１

５
０
が
Ｐ
Ｅ
管
、
φ
２
０
０

以
上
は
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
。
Ｐ
Ｅ
管
は
配
水
支
管

と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。

瀧
谷
卓
翔
・
有
田
市
水
道

事
務
所
水
道

課
主
任
は
、

管
路
整
備
事

業
の
概
要
に

つ
い
て
「
浄

水
施
設
や
配

水
池
の
耐
震

化
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
を

達
成
し
て
い

ま
す
が
、
管

路

の

耐

震

化
率
は
３
・

５
％
、
年
間

更

新

率

は

０
・
８
％
前

後
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
本
市
は
南
海
ト

ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
２
０
２
１
年
度
ま

で
の
５
カ
年
を
計
画
年
次
と

す
る
水
道
基
幹
管
路
緊
急
改

善
事
業
で
は
、
φ
２
０
０
以

上
の
配
水
本
管
の
耐
震
化
を

優
先
的
に
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
」
と
紹
介
す
る
。

一
方
、
配
水
支
管
の
布
設

替
え
工
事
も
進
行
し
て
い

る
。「
小
口
径
管
の
大
部
分

を
占
め
る
Ｖ
Ｐ
管
お
よ
び
Ｈ

Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
を
随
時
、
Ｐ
Ｅ
管

に
布
設
替
え
し
て
い
ま
す
。

管
路
上
に
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
弁

を
設
置
す
る
際
、
従
来
は
基

本
的
に
両
袖
形
の
ポ
リ
パ
イ

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
た
た

め
、
直
管
と
袖
管
の
各
挿
し

口
の
間
に
両
受
け
の
Ｅ
Ｆ
ソ

徳
島
県
小
松
島
市
は
徳
島

県
東
部
の
海
岸
部
に
位
置

し
、
北
西
部
は
徳
島
市
に
接

す
る
。
中
心
市
街
地
に
は
河

川
に
よ
る
堆
積
作
用
で
形
成

さ
れ
た
沖
積
平
野
が
広
が

り
、
四
国
山
系
東
端
の
丘
陵

地
が
南
部
か
ら
西
部
地
域
に

か
け
て
連
な
る
。

同
市
の
水
道
事
業
は
、
深

井
戸
を
水
源
に
田
浦
浄
水
場

で
塩
素
消
毒
を
行
い
、
田
浦

配
水
池
（
容
量
６
０
０
０
立

方
㍍
）
ま
で
加
圧
送
水
し
た

後
、
全
給
水
区
域
に
自
然
流

下
で
配
水
し
て
い
る
。
給

水
人
口
３
万
６
３
９
８
人

（
平
成
29
年

度
末
、
以
下

同
）、１
日
平

均
給
水
量
１

万
７
７
６
６

立
方
㍍
、
水

道
普
及
率
は
98
％
。
２
０
２

６
年
度
ま
で
の
10
カ
年
を
計

画
年
次
と
す
る
『
小
松
島
市

新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
』
に

基
づ
き
、
布
設
後
40
年
以
上

が
経
過
し
た
老
朽
管
の
布
設

替
え
や
、
基
幹
管
路
の
バ
イ

パ
ス
化
な
ど
に
取
り
組
み
、

大
規
模
地
震
災
害
に
備
え

る
。管

路
の
総
延
長
は
約
２
６

０
㌔
で
、
管
種
別
で
は
硬
質

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
（
Ｖ
Ｐ

管
）
が
約
39
％
、
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
は
52
％
（
Ｇ
Ｘ
、
Ｎ

Ｓ
形
は
約
11
・
3
％
）、
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
管
。
以
下
Ｐ
Ｅ

管
）
は
約
２
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。
Ｇ
Ｘ
形
お
よ
び
Ｎ

Ｓ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
、

Ｐ
Ｅ
管
、
鋼
管
を
耐
震
管

と
し
、
耐
震
化
率
は
約
14
・

２
％
。
φ
50
お
よ
び
75
は
Ｐ

Ｅ
管
、
φ
１
０
０
に
つ
い
て

は
、
幹
線
道
路
が
Ｇ
Ｘ
形
ダ

ク
タ
イ
ル
鉄
管
、
そ
の
他
は

Ｐ
Ｅ
管
と
し
、
φ
１
５
０
以

上
は
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
を
採
用
。
年
間
更
新
率
は

１
％
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。林

英
樹
・
水
道
部
水
道
課

主
幹
は
管
路
整
備
の
取
り
組

み
と
課
題
に
つ
い
て
「
重
要

給
水
施
設
に
つ
な
が
る
φ
１

５
０
以
上
の
管
路
、
ま
た
、

漏
水
が
多
発
す
る
小
口
径
管

の
更
新
工
事
を
優
先
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
確
率
が
高

ま
る
な
か
、
本
市
は
市
内
全

域
で
震
度
６
強
～
７
の
揺
れ

が
想
定
さ
れ
る
う
え
、
平
野

部
全
域
で
液
状
化
が
発
生
す

る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
管
路
に
大

き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と

を
懸
念
し
て
お
り
、
耐
震
管

と
併
用
す
る
こ
と
で
強
靱
性

を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
製
品

を
模
索
し
て
い
ま
し
た
」
と

説
明
す
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
Ｐ
Ｅ
管

の
さ
ら
な
る
強
靱
化
を
求
め

採
用
し
た
の
が
可
と
う
式
ポ

リ
パ
イ
ソ
フ
ト
だ
。
ソ
フ
ト

シ
ー
ル
仕
切

弁
と
Ｐ
Ｅ
管

を
一
体
化
し

た
ポ
リ
パ
イ

ソ
フ
ト
の
片

側
を
、
ボ
ー

ル
形
構
造
の
可
と
う
式
継
手

と
し
た
も
の
で
、
管
軸
方
向

の
最
大
15
度
の
可
と
う
角
と

と
も
に
、
３
６
０
度
回
転
す

る
ボ
ー
ル
形
構
造
で
変
位
や

捻
れ
を
吸
収
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｅ
管
は
管
体
の
柔
軟

性
で
あ
る
程
度
の
変
位
を
吸

収
し
ま
す
が
、
可
と
う
性
の

あ
る
継
手
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
強
靱
な
管
路

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
通
常
の
ポ
リ

パ
イ
ソ
フ
ト
と
同
価
格
で
販

売
さ
れ
る
と
説
明
を
受
け
、

φ
１
０
０
お
よ
び
１
５
０
の

販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
た
翌
９

月
に
早
速
発
注
し
ま
し
た
。

液
状
化
区
域
の
延
長
２
５
０

㍍
区
間
を
Ｐ
Ｅ
管
で
布
設
替

え
す
る
工
事
を
昨
年
11
月
か

ら
今
年
１
月
に
か
け
て
実
施

し
た
際
、
始
点
と
管
末
部
に

φ
１
０
０
の
可
と
う
式
ポ
リ

パ
イ
ソ
フ
ト
を
設
置
し
た
の

で
す
が
、
大
地
震
へ
の
備
え

と
し
て
大
変
心
強
く
感
じ
ま

し
た
」
と
語
り
、「
現
場
に

立
ち
会
っ
た
Ｐ
Ｅ
管
メ
ー

カ
ー
の
社
員
も
、
優
れ
た
バ

ル
ブ
が
登
場
し
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｅ
管
の

普
及
拡
大
に
向
け
、
業
界
一

丸
で
優
れ
た
製
品
開
発
に
取

り
組
み
、
Ｐ
Ｅ
管
の
価
値
を

高
め
る
と
い
う
好
ま
し
い
競

争
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
続
け
る
。

可
と
う
式
ポ
リ
パ
イ
ソ
フ

ト
は
、
Ｐ
Ｅ
管
接
合
部
の
芯

ズ
レ
に
伴
う
融
着
不
良
の
解

消
に
も
役
立
つ
。
管
体
の
柔

軟
性
で
芯
ズ
レ
を
強
引
に
吸

収
し
て
接
合
し
、
結
果
的
に

施
工
不
良
が
起
こ
る
ケ
ー
ス

で
は
、
可
と
う
式
継
手
で
吸

収
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し

た
施
工
上
の
課
題
を
抱
え
る

水
道
事
業
体
に
お
い
て
も
今

後
、
採
用
が
進
み
そ
う
だ
。

軟
弱
地
盤
の
管
路
強
靱
化
に

配
ポ
リ
管
の
価
値
高
め
る
製
品

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
小
口
径
を
中
心
に
、
優
れ
た
耐
震
性
や
高
い
価
格
競
争
力
を
有
す
る
管
種
と

し
て
近
年
、
採
用
実
績
が
伸
び
て
い
る
。
さ
ら
に
、
規
格
化
さ
れ
た
継
手
部
構
造
が
パ
テ
ン
ト
フ
リ
ー
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
各
社
は
工
夫
を
凝
ら
し
、
優
れ
た
製
品
が
数
多
く
開
発
さ
れ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
紙
は
、
清
水
合
金
製
作
所
の
ポ
リ
パ
イ
ソ
フ
ト
に
注
目
。
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁
と

配
ポ
リ
管
が
一
体
構
造
と
な
っ
た
同
製
品
の
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
実
際
に
施
工
現
場
で
活
用

し
、
管
路
整
備
に
取
り
組
む
水
道
事
業
体
担
当
者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
各
製
品
の
特
長
を
紹
介
す
る
。

特
集
・
清
水
合
金
製
作
所
の
製
品
と
技
術

配ポリ管の施工性・耐震性向上に貢献！
●●●ポリパイソフト 多彩な製品群と活用事例 ●●●

Ｖ
Ｐ
の
ド
レ
ン
配
管
に
最
適

バ
ル
ブ
受
口
に
異
種
管
接
合

ＰＥ管とＶＰ管を適材適所で使い分ける

ソケット不要、接合箇所半分に

２個同時通電で大幅な時短も

小
松
島
市
（
徳
島
県
）

斑
鳩
町
（
奈
良
県
）

有
田
市
（
和
歌
山
県
）

ポ
リ
パ
イ
ソ
フ
ト

Ｅ
Ｆ
片
受
形

可
と
う
式

ポ
リ
パ
イ
ソ
フ
ト

チ
ェ
ン
ジ
ソ
フ
ト

田中係長 林主幹

瀧谷主任

ＥＦ片受口２個同時通電工法の施工デモ
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